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機能する義歯とは？

基本原則は同じ

どこで咀嚼できるかを考える

　有床義歯治療に携わる読者の先生方がまず知っておくべきことは，「機能する義歯と
はどのような義歯か？」ということである．
　筆者らの考える機能する義歯とは，「開口して食物を口腔内へ入れるまで外れず，咀
嚼中に安定して大きく動かず・たわまず，咬合力を適切に残存歯と粘膜に分散できる義
歯」である．欠損に対して，なんとなく印象採得や咬合採得を行い，なんとなく設計し，
歯科技工所が作ってくる義歯をセットして，噛めるかどうかは運次第，という臨床に
なっていないだろうか．そうならないためには機能する義歯の特徴を理解して，それを
実現できる設計を考える必要がある．

　上記の特徴は歯科訪問診療においても変わるものではなく，義歯を設計するために必
要な要件である．訪問だからといって，レストシートを付与しない，ガイドプレーンは
不要，アルジネートによる解剖学的な印象でよい，補強線は不要である…というような
ことは一切ない．つまり，可能な限り外来診療と同じような前処置や設計を行えるよう
に考えなくてはならない．

　また，義歯の設計を考える際，それぞれの症例において，「どこで咀嚼できるか？」
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移行義歯としての設計

という視点で計画することが大切である．本来であれば， 7 〜 4 4 〜 7
7 〜 4 4 〜 7 で咬合接触

を回復し，咬合力が発揮できることが理想である．しかしながら，残存歯の位置関係，
歯周状態，補綴の状態などから，歯科訪問診療では必ずしも理想的な接触をいつでも回
復できるとは限らない．そのような場合においては，「どの部位なら咀嚼が可能になる
か？」という視点で考え，まずは同部での咬合接触を優先して回復するように心がける
ことも大切である（図1）．

　上記のように，高齢患者が大半を占める歯科訪問診療においては，義歯製作前に残存
歯に対するすべての治療を行うことは難しく，いつでも最終義歯を製作できるとは限
らない．つまり，将来的に残存歯が抜歯になったとしても，速やかに増歯・改変できる
義歯 =移行義歯を製作することが重要である．

図1　“ どこで咀嚼できるか ”を考慮した義歯の設計
　患者は 70 代後半の女性．下顎義歯を装着した口腔内（a）と下顎義歯（b）．通常，
7 7 に義歯を装着する必要性は低いが，本症例では著しいⅢ級傾向であったため
（c），有効な咀嚼面積を確保するために義歯を製作した．その結果，良好な咀嚼能力
を維持できている（d）．“ どこで咀嚼できるか ” を考えて義歯設計を行うことが重要
である

a b

c d
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図12　脳梗塞後遺症による拘縮した指
　義歯の設計を考える段階で，患者の手指の巧
緻性について確認する必要がある．麻痺の程度，
上腕の運動範囲，握力，リウマチなどによる関
節の変形なども確認しておく

図13　患者の四肢機能に配慮した義歯の設計
a	：		手指の運動機能が低下した高齢者では，大臼歯の支台装置を外すことは困難である．できるだけ小臼歯よりも
前方に設定する配慮が必要となる

b	：		前歯部から小臼歯部が欠損し，大臼歯に支台装置を設定する場合，大臼歯ではレストシートを遠心に設定し，
近心のアンダーカットを利用することで，前歯や小臼歯の床を引き上げた際に回転運動で外すことが可能とな
る

c	：		患者は利き手側である右麻痺があったことから，義歯着脱のために上顎左側小臼歯相当部の義歯床縁を短くし，
左手の指先で引っ掛けることができるように調整した（矢印）

a b c

3．四肢機能
　手指の巧緻性を確認する必要がある．麻痺の程度，上腕の運動範囲，手掌の運動範囲，
握力，関節の変形などを確認する（図12）．患者自身が義歯の着脱を行う場合は，実際
に義歯を着脱する様子を観察し，手指の巧緻性を確認すべきである．
　手指の運動機能が低下した高齢者では，大臼歯の支台装置を外すことは困難である．
できるだけ小臼歯よりも前方に設定することで支台装置に指をかけて着脱することが可
能となる（図13a）．
　麻痺や関節の変形により，クラスプに指をかけることができない場合には，義歯床唇
側に指がかかるようなくぼみや段差を付与して義歯を着脱することもある．たとえば，
前歯部から小臼歯部が欠損し，大臼歯に支台装置を設定する場合，大臼歯ではレスト
シートを遠心に設定し，近心のアンダーカットを利用することで，前歯や小臼歯の床を
引き上げた際に回転運動で外すことが可能となる（図13b）．ただし，このようなくぼ
みや段差を付与した場合（図13c）は，義歯の清掃性が低下するため，この点について，
患者や家族に説明しておく必要がある．
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歯科訪問診療における部分床義歯設計のポイント　

4．口腔衛生状態
　要介護高齢者では，全身機能の低下や麻痺により口腔清掃が困難となるだけでなく，
口腔周囲の筋の運動障害により自浄性も低下する．また，認知機能低下による口腔衛生
への関心の低下や，介護者の関心・理解度の低さから口腔衛生状態が悪化する（図
14）．
　口腔衛生状態は，患者の疾患や障害の程度といった身体的条件だけでなく，患者を取
り巻く社会的条件にも大きく影響されるため，患者の口腔衛生状態に関する評価も，義
歯の設計に際しては重要となる．義歯の清掃性・自浄効果という点からも，設計はシン
プルに努めるべきである．
　高齢者の支台歯は，歯肉退縮や舌側傾斜によりアンダーカット量が大きくなっている
ことが多い．リカントゥアリングによって，アンダーカット量を調節し，把持と維持が
効果的に作用させるだけでなく，支台歯の清掃性についても改善を図る．

図14　介護者の理解・意識不足による口腔衛生状態の悪化
　認知症にて在宅介護の状態から誤嚥性肺炎にて入院．病棟から口腔衛生不良の主訴で歯科訪問診療したところ，看護師も
上下顎とも義歯装着していることを知らず，上下顎義歯とも装着されたままの状態であった．義歯を撤去したところ，下顎
左側の顎堤は全体的に潰瘍形成し，出血がみられた（a）．撤去した義歯も内面にデンチャープラークが厚く付着していた（b，
c）

5．社会的条件
　義歯の設計に関する社会的条件について，最も考慮しなければならないことは，義歯
の管理は誰が行っているのか？　着脱は誰が行っているか？　という点である．また，
介護者の介護力はどうなのか，すなわち，義歯の着脱介助が必要な場合，毎食後必ず着
脱介助を行えるのかどうかということだけでなく，義歯の着脱を介護者が正しく実行で
きるのか，協力的であるかどうかについても考慮しなくてはならない．
　歯科訪問診療の現場では，老老介護という問題に直面することが多い．義歯着脱に関
しても，患者自身で義歯着脱が困難な場合は介助者が義歯着脱を行うが，その介助者自
身も高齢で，手指の巧緻性が低下していることが多く，義歯の着脱やそれに関わる設計
については注意が必要である．

a b c
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歯科訪問診療の現場では，患者の姿勢保持の困難さ，コミュニケーションの壁，
限られた治療時間と器材，家族や多職種との連携などさまざまな困難や制約が
あります

そうしたなかでも，いかに安全かつ確実に「最期まで機能を助ける義歯」を提供
できるかが，一つの課題でもあります

本書では，歯科訪問診療における義歯治療について，印象採得から咬合採得，
試適，装着後の評価から食事観察まで，現場で役立つノウハウを詰め込みました
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　d）エグザハイフレックスレギュラータイプによる印象採得（図13）
　残存歯部ならびに顎堤部にエグザハイフレックスレギュラータイプを築盛する．顎堤
部はスパチュラで薄く伸ばし，圧接時に漏れ出す量ができるだけ少なくなるよう調整す
る．口腔内に圧接し，再度機能運動を指示する．印象材の硬化を待ち，撤去を行う（図
14）．

2．全部床義歯の精密印象採得の一例
　a）概要
　　個人トレー：ろう堤付きトレー
　　印象方法：閉口印象
　　選択的加圧印象：行わず粘膜面はローフローのみで印象採得
　　印象材：パナジルモノフェーズ
　b）ろう堤の試適・調整（図15）
　ろう堤を口腔内に試適し，機能運動を指示する．視診によるニュートラルゾーンの阻
害やろう堤の脱離がみられるようであれば，辺縁やろう堤の調整を行う．

　c）咬合採得（図16）
　咬合採得を行う．この際の垂直的・水平的顎間関係は，最終的な咬合採得時に設定す
る位置関係が望ましい．

　d）ろう堤の確認（図17）
　咬合採得の確認を行う．レトロモラーパッドと上顎結節の接触がある場合はろう堤が
変位している可能性が高いため，この部位を削合して再度咬合採得を行う必要がある．

　e）上顎の精密印象採得（図18）
　アドヒーシブを塗布し，パナジルモノフェーズを築盛する．口腔内に挿入し圧接後，
下顎のろう堤を挿入し咬合させる．その際，ろう堤が設定した位置で咬合されているこ
とを確認する．問題なければ，機能運動を指示し研磨面形態を印記する．

図13　柄付き個人トレーを用いたウォッシュインプレッション 図14　柄付き個人トレーを用いて行っ
た印象体
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歯科訪問診療における精密印象②　

図15　ろう堤の調整

図16　精密印象採得前の咬合採得

図17　咬合採得後の確認

図18　ろう堤を用いた上顎の精密印象採得
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